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Ⅰ．研究概要 

公立小学校 7 校の全校生

徒を対象とした朝ヨガプロ

グラムを 6 か月実施した。

主な結果として、自己肯定

感と他者への感謝の気持ち

がいずれも有意に向上した。学校教育における短時間・低負担のヨガ実践が、児童の社会情

動的発達を育む可能性を示す予備的知見を得た。 

 

Ⅱ．今後の展開 

今後は、多地域・大規模な実践を通じて知見の再現性を検証するとともに、対照群を含む

研究デザインや長期追跡調査により、朝ヨガの有効性と作用機序をさらに明らかにしていく

必要がある。 
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